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1 はじめに

複雑化するネットワーク管理業務を適切に遂行する

ためには，システムやセンサが日々生み出す大量の情

報を効率的に管理することが必要不可欠である．大規

模なデータの集合体を効率的に扱うための様々なデー

タ処理技術が注目されているが，ほとんどがいくつも

の手順を踏む必要があるデータ処理プロセスの中の一

部に特化しているため，多様な情報を効率的に活用す

るには，高度な専門的知識を用いた，人手による前処

理が必須となり，管理者の負担が大きく，活用されな

い情報も多い．特に，一昨年に発生した東日本大震災

のような大規模災害においては，多種多様な情報の分

析を必要とする不測の事態に対して，高度な専門知識

を持たない人間が少数で問題解決を行わなければなら

ない状況となる場合もありうる．このような状況下に

おいて，管理者がミスのないように高度な管理作業を

行う為には，情報資源が能動的に利用者を支援する事

が望まれる．

本研究では，我々がこれまで研究開発を行ってきた，

ネットワーク管理に用いられる様々な情報に活用の為の

知識・機能をあらかじめ付加した情報資源 AIR(Active

Information Resource) として格納する AIR-NMS(AIR

based Network Management System)を題材として，AIR

型情報資源の管理を支援するエージェント型 AIR化機

構を導入することで，高度な専門知識や長時間の前処

理を必要とする情報管理の負担軽減を目指す．

2 関連研究

構造の異なるネットワーク情報を利用する手法とし

て，ネットワーク情報を RDBに保存/蓄積する方法が

提案されている [3]．RDBを使用することで，格納し

た情報の検索の容易性が向上するが，保存可能な情報

の形式が厳密に定義されているため，保存の際には事

前に加工が必要であり，これには高度な専門知識を要

し，担当者のスキルによって活用可能な情報に偏りが

生じるという問題がある．

このような問題に対して，我々は，情報資源にあら

かじめ活用する為の知識や機能を付加して保存した
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図 1: AIR化された多様なネットワーク情報の GUI(イ

メージ)

AIRを構成要素とするネットワーク管理システムである

AIR-NMS[2]を提案し，開発を行ってきた．AIR-NMS

は，ネットワーク構成機器の状態情報を AIR化した I-

AIR(Network Status Information AIR)や，ネットワーク

管理に関する経験的知識をAIR化したK-AIR(Network

Management Knowledge AIR)で構成され，それらが協

調・連携することで障害原因の特定やそれに対する対

策案の導出といった高度な管理支援を可能とする．し

かしながら，既存の AIR-NMSの利点は様々な情報が

既に AIR化されて保存されているという前提の元に発

揮されており，新たに AIRを追加したり，また既存の

情報資源に直接アクセスしたりといった管理作業にお

いては，従来システムと同様に高度な知識が必要とさ

れてきた．

そこで本研究では，ネットワークに分散している様々

なツールやコンテンツから得られるネットワーク情報

を情報資源として再構築した AIRを AIR-NMS内に展

開し，高度な管理支援を提供する機構を提案する．

3 提案

本研究で提案する AIR化機構は，AIR-Space, User-

Agent, Global-AIRの３つの要素からなる．図 1に提案

機構を実現する AIR-Spaceのイメージを示す．

AIR-Spaceは，AIR-NMSに利用可能なAIRを蓄積・

可視化する事のできる空間であり，ユーザが各 AIRの

状況を理解したり，AIRに対して直接要求を送信する

ことができるインタフェースを提供する．
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図 2: 多様なネットワーク情報の AIR化機構の概要図

（AIRの追加）

User-Agentは，ユーザが行う AIRの管理作業を支援

するエージェントである．AIRの追加・変更・削除など

の作業の他に，ユーザに対して指示を行う事で，ネッ

トワーク管理作業を円滑に進める手助けを行う．

Global-AIRは，AIR-Spaceの設定情報や状態情報など

を情報資源として格納し，必要に応じて更新したりAIR-

Space 全体を制御する為の知識や，他の AIR や User-

Agentからの要求に対して応答する機能を持つ．また，

それらを用いてAIR化機構やAIR-Spaceの管理作業を

代行する．

加えて，AIR-Spaceに追加する AIRには，これらの

要素を利用するための機能/知識を付加する．

これらより，AIR化機構は，AIRを AIR-Spaceへ追

加することができ，またそれらが協調・連携すること

で，ネットワーク情報を組み合わせた高度な情報を提

示する．

4 AIR化機構の設計

図 2にAIR化機構の概要を示す．AIRおよびエージェ

ントはリポジトリ型エージェントフレームワークであ

るADIPS/DASHを用いて実装される．本研究で提案す

るAIR化機構の各構成要素についてもDASHフレーム

ワークに基づいて設計を行う．

本稿では AIRを追加するプロセスを対象として設計

する．

(1) ユーザは User-Agentに対し，AIRの追加を依頼す

る．User-Agentは情報資源の検索範囲を必要に応

じて決定する．

(2) User-Agentがリポジトリにある AIRにインスタン

シエートを依頼する．

(3) リポジトリにある AIRがインスタンシエートの依

頼を受け，AIR化の対象となる情報資源の検索依

頼を検索方法とともに User-Agentに送信する．依

頼を受けた User-Agentは受信した検索方法を用い

て情報資源の検索を行う．

(4) リポジトリにある AIRがインスタンシエートの依

頼を受け，インスタンシエート先の判断を Global-

AIRに依頼する．Global-AIRは各 AIRのインスタ

ンシエート先を AIRの性質や各プラットホームの

状況から決定する．

(5) (3)(4)で取得した情報を基に，各AIRがAIR-Space

に自分自身をインスタンシエートする．

なお，AIR-Spaceの初期化は次のように行う．まず

ユーザが User-Agentに対し，AIR-Spaceの起動を依頼

する．このときユーザは，管理対象の範囲を通知する．

次に，依頼を受けたUser-Agentが，Global-AIRと I-AIR

群にインスタンシエートを依頼する．Global-AIRは自

身が保持する初期設定に沿ってAIR-Spaceの初期化を行

う．I-AIR群はユーザ（User-Agent）から通知された管

理対象の範囲内での情報資源の検索依頼を User-Agent

に送信し，上記の AIRの追加と同様に AIR-Spaceにイ

ンスタンシエートを行う．

5 まとめ

本研究では，多様なネットワーク情報を AIR化して

AIR-NMSに保存する作業を支援する AIR化機構を提

案し，その設計を行った．これにより，AIR化された

情報資源を個別または組み合わせて活用する際の効率

が飛躍的に改善すると考えられる．今後はより柔軟な

AIRの追加手法やAIR間の協調・連携によるAIR-NMS

の管理支援について検討していく．
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